
JP 5219725 B2 2013.6.26

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子写真方式を用いた画像形成装置において、
　画像データに対応した静電潜像を担持する像担持体と、
　前記像担持体に担持された静電潜像を現像する現像器と、
　前記現像器に対して、直流電圧に、発振部と休止部とを交互に有する交流電圧を重畳さ
せることにより生成された、発振部と休止部とを交互に有する現像バイアスを印加する現
像バイアス発生手段とを備え、
　前記現像バイアス発生手段は、
　前記現像バイアスから前記交流電圧の休止部の電圧と所定の電圧との差分を検出する差
分検出手段と、
　前記差分検出手段の検出結果に基づいて、前記現像バイアスの休止部の電圧が前記直流
電圧と一致するように前記現像バイアスを制御する制御手段とを有することを特徴とする
画像形成装置。
【請求項２】
　前記差分検出手段は、前記現像バイアスから前記交流電圧の休止部の電圧を検出する手
段と、前記交流電圧の休止部の検出電圧と所定の電圧とを比較する手段とを有し、
　前記制御手段は、前記差分検出手段による前記比較の結果に基づいて、前記現像バイア
スの休止部の電圧が前記直流電圧と一致するように、前記現像バイアスを制御することを
特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
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【請求項３】
　前記制御手段は、前記現像バイアスの休止部の電圧が前記直流電圧と一致するように、
前記現像バイアスの発振部のプラス側のピーク電圧と前記現像バイアスの休止部の電圧と
の差と、前記現像バイアスの発振部のマイナス側のピーク電圧と前記現像バイアスの休止
部の電圧との差の比率を制御することを特徴とする請求項１または２に記載の画像形成装
置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記現像バイアスの休止部の電圧が前記直流電圧と一致するように、
前記現像バイアスの発振部の１周期における前記現像バイアスの休止部の電圧よりプラス
側の期間とマイナスの期間の時間比率を制御することを特徴とする請求項１または２に記
載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記現像バイアス発生手段は、２つの直流電源と、前記直流電源によって生成された直
流電圧をスイッチングする複数のスイッチ素子を有するブリッジ回路と、前記ブリッジ回
路によって駆動されるトランスと、前記ブリッジ回路と前記トランスとの間に直列に接続
されたコンデンサとで構成されることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載
の画像形成装置。
【請求項６】
　前記現像バイアス発生手段は、前記交流電圧の発振部のプラス側のピーク電圧と前記交
流電圧の休止部の電圧との差と、前記交流電圧の発振部のマイナス側のピーク電圧と前記
交流電圧の休止部の電圧との差と、をそれぞれ独立に変更する手段を有することを特徴と
する請求項１乃至５のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　画像データに対応した静電潜像を担持する像担持体と、前記像担持体に担持された静電
潜像を現像する現像器と、前記現像器に対して、直流電圧に、発振部と休止部を交互に有
する交流電圧を重畳させることにより生成された、発振部と休止部とを交互に有する現像
バイアスを印加する現像バイアス発生手段とを備えた電子写真方式の画像形成装置の現像
バイアス制御方法であって、
　前記現像バイアスから前記交流電圧の休止部の電圧と所定の電圧との差分を検出する差
分検出ステップと、
　前記差分検出ステップの検出結果に基づいて、前記現像バイアスの休止部の電圧が前記
直流電圧と一致するように前記現像バイアスを制御する制御ステップとを有することを特
徴とする画像形成装置の現像バイアス制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子写真方式の画像形成装置及びその現像バイアス制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真方式でカラー画像を形成する画像形成装置では、１次帯電器によって、感光体
が一様に帯電された後、画像信号に応じた露光が露光部によってなされる。これによって
、例えば４色に対応した４個の感光体上にそれぞれ静電潜像が形成される。
【０００３】
　その後、４個の現像器によって各感光体の表面上に各色のトナー像がそれぞれ現像され
る。即ち、現像器の現像スリーブに現像バイアスを印加し、感光体の表面と現像ブレード
の間に電界を発生させ、このときの電界の向きと強弱により、感光体の表面上の潜像画像
が現像スリーブ上の各色のトナーによって現像されるのである。
【０００４】
　そして、４個の感光体上の各色のトナー像は転写ローラによって中間転写ベルトに多重
転写され、さらに２次転写ローラによって記録紙に転写される。このとき、中間転写ベル
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トに残った転写残トナーは中間転写ベルトクリーナーによって回収される。その後、記録
紙に転写されたトナー像は定着器によって定着されることにより、記録紙上にカラー画像
を形成することができる。
【０００５】
　現像器の現像スリーブに印加される現像バイアスとしては、特許文献１や特許文献２に
開示されているように、直流バイアスＶｄｃに、発振部Ｃと休止部Ｄを交互に有する交流
バイアスを重畳するブランクパルスの現像バイアスが提案されている（図６参照）。
【０００６】
　これらの提案における発振部Ｃの波形はいずれも上下対称であり、発振部Ｃの１周期に
おける休止部Ｄの電圧よりプラス側の期間とマイナスの期間の時間比率（以下、デューテ
ィーとする）が５０％の波形である。従来の、ブランクパルスを生成する現像バイアス発
生回路としては、図７に示すものがある。
【０００７】
　図７において、駆動回路６０１によってスイッチ素子５０１～５０４を交互にＯＮ／Ｏ
ＦＦしてトランス５０５により昇圧された交流バイアスは、直流バイアス生成回路５０６
による直流バイアスＶｄｃに重畳され現像スリーブ９０４ｙに印加される。制御回路６０
０は、現像バイアス（交流ブランクパルス）の振幅が所望の電圧になるように直流電源６
０２の生成するＶａを制御する。
【０００８】
　また、特許文献３では、図８に示すように発振部Ｃの波形を上下非対称としたブランク
パルスの現像バイアスも提案されている。図８のような現像バイアスを生成する現像バイ
アス発生回路の例としては、図９に示すものがある。
【０００９】
　図９の回路によれば、図７の回路と同様に、駆動回路６０１、スイッチ素子５０１～５
０４、トランス５０５、及び直流バイアス生成回路５０６により、交流ブランクパルスが
現像器９０４ｙに印加される。その際、制御回路６００は、交流の現像バイアスのＶＨと
ＶＬが所望の電圧になるように、直流電源６０２、６０３が生成する電圧Ｖａ、Ｖｂを制
御する。また、トランス５０５が偏磁しないように、コンデンサ５０８が接続され、コン
デンサ５０８が、直流電源６０２、６０３によって生成された電圧ＶａとＶｂの差分の電
圧を背負うことでトランス５０５には交流のみが印加されている。
【特許文献１】特開平８－２６２８５１号公報
【特許文献２】特開平９－３１１５３９号公報
【特許文献３】特開２０００－３５７０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、高画質、濃度の安定性を実現するためには、休止部Ｄの電圧は直流バイ
アスＶｄｃと等しくなることが望まれるが、図１０のように理想的な波形から崩れた場合
には発振部Ｃの上下の歪みの影響が異なり、波形のバランスが崩れてしまう。その結果、
トランスの特性として、図１０中の面積和ａ＋ｂ＝ｄ＋ｅにならず面積和ａ＋ｂ＋ｃ＝ｄ
＋ｅとなるように安定する。そのため、休止部Ｄの電圧が直流成分の電圧ＶｄｃからＶｘ
だけずれることになる。この休止部Ｄの電圧と直流バイアスとの差分Ｖｘは、周波数が高
いほど、休止部Ｄの割合が小さいほど、またデューティーが５０％から離れるほど、顕著
に現れる。このような差分Ｖｘの変動は、画質の安定性に好ましくない影響を与えてしま
う。
【００１１】
　本発明は上記従来の問題点に鑑み、次のような目的の、画像形成装置及びその現像バイ
アス制御方法を提供するものである。即ち、直流電圧に発振部と休止部を交互に有する交
流電圧を重畳させた現像バイアスにおいて、休止部の電圧を直流電圧と等しく保つことが
できるようにして濃度の安定した高品質な画像を得るようにする。
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【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明は、電子写真方式を用いた画像形成装置において、
画像データに対応した静電潜像を担持する像担持体と、前記像担持体に担持された静電潜
像を現像する現像器と、前記現像器に対して、直流電圧に、発振部と休止部とを交互に有
する交流電圧を重畳させることにより生成された、発振部と休止部とを交互に有する現像
バイアスを印加する現像バイアス発生手段とを備え、前記現像バイアス発生手段は、前記
現像バイアスから前記交流電圧の休止部の電圧と所定の電圧との差分を検出する差分検出
手段と、前記差分検出手段の検出結果に基づいて、前記現像バイアスの休止部の電圧が前
記直流電圧と一致するように前記現像バイアスを制御する制御手段とを有することを特徴
とする。
【００１３】
　また、本発明は、画像データに対応した静電潜像を担持する像担持体と、前記像担持体
に担持された静電潜像を現像する現像器と、前記現像器に対して、直流電圧に、発振部と
休止部を交互に有する交流電圧を重畳させることにより生成された、発振部と休止部とを
交互に有する現像バイアスを印加する現像バイアス発生手段とを備えた電子写真方式の画
像形成装置の現像バイアス制御方法であって、前記現像バイアスから前記交流電圧の休止
部の電圧と所定の電圧との差分を検出する差分検出ステップと、前記差分検出ステップの
検出結果に基づいて、前記現像バイアスの休止部の電圧が前記直流電圧と一致するように
前記現像バイアスを制御する制御ステップとを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、直流電圧に発振部と休止部を交互に有する交流電圧を重畳させた現像
バイアスにおいて、休止部の電圧を直流電圧と等しく保つことができる。これにより、濃
度の安定した高品質な画像を得ることが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００１６】
　［第１の実施の形態］
　＜カラー画像形成装置の全体的な構成＞
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係るカラー画像形成装置の全体的な構成を示す概
略断面図である。
【００１７】
　このカラー画像形成装置は、電子写真方式を用いた例えばカラープリンタから成り、プ
リンタ本体９００内には、イエロー、マゼンタ、シアン、及びブラックの４色に対応した
４個の感光体ドラム９０１ｙ，９０１ｍ，９０１ｃ，９０１ｋが配置されている。各感光
体ドラム９０１ｙ，９０１ｍ，９０１ｃ，９０１ｋはそれぞれ、各色の画像データに対応
した静電潜像を担持する像担持体として機能し、反時計回りに回転する。そして、それら
の周囲近傍にはそれぞれ、１次帯電ローラ９０２ｙ，９０２ｍ，９０２ｃ，９０２ｋ　レ
ーザーユニット９０３ｙ，９０３ｍ，９０３ｃ，９０３ｋ、現像器の現像スリーブ９０４
ｙ，９０４ｍ，９０４ｃ，９０４ｋが配置されている。
【００１８】
　以下、説明を簡単にするために、イエロー、マゼンタ、シアン、及びブラックのうち、
イエローに対応したユニットを例にとって説明する。
【００１９】
　１次帯電ローラ９０２ｙは、感光体ドラム９０１ｙの表面に対して高圧を加えて帯電す
るものであり、１次帯電ローラ９０２ｙを通過した感光体９０１ｙの表面を均一にマイナ
ス帯電する。均一に帯電を行うために、直流成分マイナス３００Ｖ～マイナス９００Ｖの
電圧に交流成分１３００Ｖ～２０００Ｖが重畳されている。これらの電圧を発生させるた
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めの高圧発生装置は、通常、装置内のモーター等を動作させるために使用する２４Ｖなど
の電圧を基にして高圧トランスを用いて生成している場合が多い。
【００２０】
　均一に帯電した感光体９０１ｙの表面に、レーザーユニット９０３ｙから照射されるレ
ーザーが露光される。露光された部分は感光してインピーダンスが低下して帯電量が低下
する。レーザーユニット９０３ｙは、レーザー光のＯＮ／ＯＦＦ動作、ＰＷＭ制御により
露光量を制御していて、感光体ドラム９０１ｙの表面に帯電量の分布で潜像画像が描画さ
れる。
【００２１】
　そして、回転している感光体ドラム９０１ｙの表面が現像器の現像スリーブ９０４ｙの
近傍を通過する。この現像スリーブ９０４ｙと感光体ドラム９０１ｙの表面の間のギャッ
プは高精度に管理されている。即ち、現像スリーブ９０４ｙに直流成分マイナス１５０Ｖ
～マイナス７００Ｖと交流成分１０００Ｖ～２０００Ｖの高圧を加えることで、感光体ド
ラム９０１ｙの表面と現像ブレード９０４ｙの間に電界が発生する。この点においても、
前述した帯電プロセス同様に高圧トランスを用いた高圧発生装置により直流成分及び交流
成分を生成しており、特に現像プロセスでは交流成分の波形が画質に大きく影響する。
【００２２】
　このときの電界の向きと強度は帯電量に影響され、レーザーで露光されてないマイナス
帯電量の大きい感光体ドラム９０１ｙの表面のところでは、現像スリーブ９０４ｙから感
光体ドラム９０１ｙに向かう電界が生じる。
【００２３】
　一方、レーザーで強く露光されて感光体ドラム９０１ｙの表面の帯電量の小さいところ
では、感光体ドラム９０１ｙから現像スリーブ９０４ｙに向かう電界が生じる。現像スリ
ーブ９０４ｙ上のマイナスに帯電したイエローのトナーが、現像スリーブ９０４ｙと感光
体ドラム９０１ｙの表面の電界の向きと反対方向に力を受ける。その結果、電界の向きと
強弱により、先の帯電量によって形成された感光体ドラム９０１ｙ上の潜像画像がイエロ
ーのトナーによって形成される。
【００２４】
　感光体ドラム９０１ｙの表面は、中間転写ベルトの９０６と接する。中間転写ベルト９
０６の感光体ドラム９０１ｙの反対側には１次転写ローラ９０５ｙがあって、この１次転
写ローラ９０５ｙには、プラス２００Ｖ～プラス１５００Ｖの電圧が印加されている。マ
イナスに帯電したイエローのトナーを感光体ドラム９０１ｙから１次転写ローラ９０５ｙ
側に引き寄せる。それにより、感光体ドラム９０１ｙの表面にあったイエローのトナーが
中間転写ベルト９０６の表面に転写される。
【００２５】
　同様にして、マゼンタ、シアン、ブラックのトナーが中間転写ベルト９０６の表面に転
写される。こうして、中間転写ベルト９０６には、イエロー、マゼンタ、シアン及びブラ
ックのトナーで形成されたフルカラーの画像が形成される。
【００２６】
　そして、中間転写ベルト９０６が２次転写内ローラ９０７と２次転写外ローラ９０８を
通過する。その時に中間転写ベルト９０６と２次転写外ローラ９０８の間を用紙９１３－
１が挟まれて搬送される。２次転写外ローラ９０８には、プラス５００～プラス７０００
Ｖの電圧が加えられていて、マイナスに帯電したトナーが、用紙９１３－１の上表面に転
写される。
【００２７】
　用紙９１３－１は用紙カセット９１０から給紙されて、矢印９１２－１、９１２－２、
９１２－３、９１２－４と搬送される。２次転写ローラ９０７，９０８を通過した用紙９
１３－２の表面のトナーは未定着トナーで、用紙９１３－２から容易に剥がれる状態であ
る。この状態の用紙９１３－２が定着器９１１に搬送されて高温にされ、トナーが柔らか
くなったところで、圧力を加えられることで、用紙９１３の表面に張り付き定着する。そ
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して、矢印９１２－５、９１２－６、９１２－７、９１２－８、９１２－９と搬送されて
用紙９１３－３のように出力されトレイに積載される。
【００２８】
　＜現像バイアス発生回路の構成及び基本的な動作＞
　次に、上述した現像スリーブ９０４ｙ，９０４ｍ，９０４ｃ，９０４ｋに対して、それ
ぞれ現像バイアスを印加する現像バイアス発生回路について、図２を参照して説明する。
ここでも説明を簡単にするために、イエローに対応した現像バイアス発生回路１００を例
にとって説明する。
【００２９】
　図２は、現像スリーブ９０４ｙに現像バイアスを印加する現像バイアス発生回路１００
を示す回路図である。
【００３０】
　この現像バイアス発生回路１００は、２つの直流電源２０３，２０４と、この直流電源
２０３，２０４によって生成された直流電圧Ｖａ，Ｖｂをスイッチングする４つのスイッ
チ素子Ｑ１０１，Ｑ１０２，Ｑ１０３，Ｑ１０４から成るブリッジ回路とを備えている。
さらに、前記複数のスイッチ素子から成るブリッジ回路によって駆動されるトランス１０
５を備え、前記ブリッジ回路とトランス１０５の間にコンデンサ１０８が直列に接続され
ている。
【００３１】
　さらに、現像バイアス発生回路１００は、駆動回路２０１、制御回路２００、及び差分
検出回路２１０を備えている。駆動回路２０１は、前記４つのスイッチ素子Ｑ１０１～Ｑ
１０４を駆動する回路である。また、差分検出回路２１０は、直流電圧と交流電圧とを重
畳させてなる現像バイアスから交流電圧の休止部の電圧を検出し、その検出電圧と所定の
電圧とを比較して差分を検出する回路である。
【００３２】
　制御回路２００は、駆動回路２０１と共に、２つの直流電源２０３，２０４を制御し、
さらに差分検出回路２１０の検出結果に基づいて、現像スリーブ９０４ｙに印加する現像
バイアスを制御する（後述する）回路である。
【００３３】
　図３は、現像スリーブ９０４ｙに印加する現像バイアスの波形例を示す波形図である。
【００３４】
　同図で示すように、現像バイアス発生回路１００で生成される現像バイアスは、例えば
、発振部Ｃの周波数が１２ｋＨｚを２周期でｔａ：ｔｂ＝３：１、つまりデューティーが
７５％であり、振幅は１６００Ｖｐｐ、休止部Ｄは発振部Ｃの２周期分である。
【００３５】
　なお、デューティーとは、発振部Ｃの１周期における休止部Ｄの電圧よりプラス側の期
間とマイナスの期間の時間比率である。また、図３中のＶＨは、交流電圧の発振部Ｃにお
けるプラス側のピーク電圧と休止部Ｄの電圧との差を示し、ＶＬは、交流電圧の発振部Ｃ
におけるマイナス側のピーク電圧と休止部Ｄの電圧との差を示している。また、図３中ｔ
ａは、発振開始時点から所定の時間（例えば６２．５μｓ）経過までの区間を示し、図３
中のｔｂは、区間ｔａ終了時点から所定の時間（例えば２０．８μｓ）経過までの区間を
示している。
【００３６】
　次に、現像バイアスを生成する際の基本動作について説明する。
【００３７】
　制御回路２００は、発振部ＣのＶＨが所望の電圧に相当するＶａ（例えば５Ｖ）となる
ように直流電源２０３を制御し、発振部ＣのＶＬが所望の電圧に相当するＶｂ（例えば１
５Ｖ）となるように直流電源２０４を制御する。つまり、発振部ＣのＶＨとＶＬをそれぞ
れ独立して変更することができるようになっている。これにより、現像バイアスの振幅Ｖ
Ｈ＋ＶＬ（１６００Ｖｐｐ）は、Ｖａ＋Ｖｂ（＝２０Ｖ）で制御される。
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【００３８】
　駆動回路２０１は、図３中の区間ｔａにおいて、スイッチ素子Ｑ１０１，Ｑ１０４であ
るＦＥＴ１０１とＦＥＴ１０４をオンし、スイッチ素子Ｑ１０２，Ｑ１０３であるＦＥＴ
１０２とＦＥＴ１０３をオフする。また、図３中の区間ｔｂにおいて、ＦＥＴ１０１とＦ
ＥＴ１０４をオフし、ＦＥＴ１０２とＦＥＴ１０３をオンする。このような動作を２回繰
り返す（発振部Ｃ）。次のブランクの期間中（休止部Ｄ）はＦＥＴ１０２とＦＥＴ１０４
をオフする。
【００３９】
　このようにして、発振部Ｃと休止部Ｄを交互に有する交流バイアス（交流電圧）が生成
され、トランス１０５を介して昇圧される。そして、この交流バイアスは、直流バイアス
生成回路１０６で生成された直流バイアス（直流電圧）Ｖｄｃに重畳され、現像バイアス
（ブランクパルス）として現像スリーブ９０４ｙに印加される。
【００４０】
　＜第１の実施の形態に係る休止部の電圧の調整方法＞
　次に、休止部Ｄの電圧の調整方法について、図４等を参照して説明する。
【００４１】
　図４は、第１の実施の形態に係る、休止部Ｄの電圧の調整方法を示すフローチャートで
ある。
【００４２】
　交流バイアスが印加され、調整モードに入ると、まずステップＳ１０１において、交流
バイアスの波形が現在、発振部Ｃであるか、或いは休止部Ｄであるかを判断する。休止部
Ｄであった場合には、次のステップＳ１０２において、差分検出回路２１０によって交流
バイアスを約２０分の１にした値がサンプリングされる。サンプリングは例えば４回行い
平均化されて休止部Ｄの電圧が検出される。さらに、差分検出回路２１０は、次のステッ
プＳ１０３において、休止部Ｄの検出電圧が、０Ｖに近い所定の電圧Ｖ１より大きいかど
うかを判定する。
【００４３】
　所定の電圧Ｖ１より大きかった場合は、ステップＳ１０４において制御回路２００は、
直流電源２０３によって生成される直流電圧Ｖａをαだけ小さくし、直流電源２０４によ
って生成される直流電圧Ｖｂの電圧をβだけ大きくする。このとき、α＝βとして、Ｖａ
＋Ｖｂは一定を保つ。
【００４４】
　ステップＳ１０３において、休止部Ｄの検出電圧が所定の電圧Ｖ１よりも小さかった場
合には、ステップＳ１０５へ進む。ステップＳ１０５では、前記休止部Ｄの検出電圧が、
０Ｖに近く且つ前記所定の電圧Ｖ１よりも小さい所定の電圧Ｖ２より小さいかどうかを判
定する。所定の電圧Ｖ２よりも小さかった場合、ステップＳ１０６において制御回路２０
０は、直流電圧Ｖａをαだけ大きくし、直流電圧Ｖｂの電圧をβだけ小さくする。このと
き、α＝βとして、Ｖａ＋Ｖｂは一定を保つ。
【００４５】
　休止部Ｄの検出電圧が、前記所定の電圧Ｖ２以上で且つ前記所定の電圧Ｖ１以下だった
場合は、直流電圧Ｖａ、Ｖｂはそのままにして調整モードを終了する。
【００４６】
　上記の処理を繰り返すことによって、休止部Ｄの電圧が直流バイアスの電圧と一致する
ように調整することができる。ここで、Ｖ１とＶ２は等しくてもよい。
【００４７】
　なお、本例の調整モードは、例えば電源投入時と所定枚数印刷毎に実施される。
【００４８】
　＜第１の実施の形態に係る利点＞
　第１の実施の形態の現像バイアス制御方法によれば、発振部Ｃと休止部Ｄからなり、発
振部Ｃにおいて非対称な交流電圧を有する現像バイアスについて、休止部Ｄの電圧が直流
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バイアスの電圧と一致するように制御する。例えば、発振部Ｃのプラス側のピーク電圧と
休止部Ｄの電圧との差（ＶＨ）と、発振部のマイナス側のピーク電圧と休止部の電圧との
差（ＶＬ）の比率を制御する。これにより、現像動作環境や経時変化によって現像器負荷
の容量が増大した場合や周波数を変更した場合にも、積分回路等の複雑な構成を必要とせ
ずに、休止部Ｄの電圧を直流バイアスの電圧と等しく保つことができる。そのため、濃度
の安定した高品質な画像を得ることが可能になる。
【００４９】
　［第２の実施の形態］
　次に、本発明の第２の実施の形態について説明する。基本的な画像プロセスの構成は、
第１の実施の形態における図１で説明したものと同様であり、現像バイアス発生回路は第
１の実施の形態における図２で説明したものと同様であるため、ここでは説明を省略する
。
【００５０】
　＜第２の実施の形態に係る休止部の電圧の調整方法＞
　次に、休止部Ｄの電圧の調整方法について、図５等を参照して説明する。
【００５１】
　図５は、第２の実施の形態に係る、休止部Ｄの電圧の調整方法を示すフローチャートで
ある。
【００５２】
　交流バイアスが印加され、調整モードに入ると、ステップＳ２０１，Ｓ２０２において
それぞれ、第１の実施の形態における図４のステップＳ１０１，ステップＳ１０２と同様
の処理を実行する。
【００５３】
　ステップＳ２０３では、ステップＳ２０２で検出された休止部Ｄの電圧値が０Ｖに近い
所定の電圧Ｖ１より大きいかどうかを判定する。所定の電圧Ｖ１より大きかった場合は、
ステップＳ２０４において制御回路２００は、図３で示した区間ｔａの時間をδだけ小さ
くし、区間ｔｂの時間をεだけ大きくする。このとき、δ＝εとしてｔａ＋ｔｂ即ち発振
部Ｃの周波数は一定を保つ。
【００５４】
　ステップＳ２０３において、休止部Ｄの検出電圧が所定の電圧Ｖ１よりも小さかった場
合には、ステップＳ２０５へ進む。ステップＳ２０５では、前記休止部Ｄの検出電圧が０
Ｖに近く且つ前記所定の電圧Ｖ１よりも小さい所定の電圧Ｖ２より小さいかどうかを判定
する。所定の電圧Ｖ２よりも小さかった場合、ステップＳ２０６において制御回路２００
は、区間ｔａの時間をδだけ大きくし、区間ｔｂの時間をεだけ小さくする。このとき、
δ＝εとしてｔａ＋ｔｂ即ち発振部Ｃの周波数は一定を保つ。
【００５５】
　検出値がＶ２以上Ｖ１以下だった場合はｔａ、ｔｂはそのままにして調整モードを終了
する。
【００５６】
　上記の処理を繰り返すことによって、休止部Ｄの電圧を直流バイアスの電圧と等しく保
つことができる。ここで、Ｖ１とＶ２は等しくてもよい。なお、本例の調整モードは、電
源投入時と所定枚数印刷毎に実施される。
【００５７】
　＜第２の実施の形態に係る利点＞
　上記第１の実施の形態と異なった、休止部の電圧の調整方法を採用した第２の実施の形
態においても、前述した第１の実施の形態と同様の利点を有する。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】実施の形態に係る画像形成装置の全体的な構成を示す概略断面図である。
【図２】実施の形態における現像バイアス発生回路を示す回路図である。



(9) JP 5219725 B2 2013.6.26

10

20

【図３】実施の形態における現像バイアスの波形例を示す波形図である。
【図４】第１の実施の形態に係る処理を示すフローチャートである。
【図５】第２の実施の形態に係る処理を示すフローチャートである。
【図６】従来のブランクパルス波形を示す図である。
【図７】従来の現像バイアス発生回路の一例を示す図である。
【図８】従来のブランクパルス波形を示す図である。
【図９】従来の現像バイアス発生回路の一例を示す図である。
【図１０】従来のブランクパルス波形を示す図である。
【符号の説明】
【００５９】
１００　現像バイアス発生回路
１０１～１０４　ＦＥＴ
１０５　トランス
１０６ 直流バイアス生成回路
１０７～１０９　コンデンサ
２００ 制御回路
２０１ 駆動回路
２０３～２０４　直流電源
２１０　差分検出回路
９００ 画像形成装置
９０１ｙ　～９０１ｋ　感光体ドラム
９０４ｙ，９０４ｍ，９０４ｃ，９０４ｋ　現像スリーブ

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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